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将来のマルチメディア通信の基盤となる多重化技術として.ATM 技術が開発されてきている。 ATM 技術に基づく
大規模なパックボーンネットワークを経済的に構築するためには，バーチャルパス (VP) の概念が不可欠である。本
論文は. ATM パックボーンネットワークにおいて，故障からの高速な復旧を可能とする VP の経路制御技術，ならび
にトラヒック変動に対する柔軟な対応を可能とする VP の容量制御技術，さらに，これらを前提とする VP 網の構成法
と経済性に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は以下の 7 章から構成されている。
第 1 章の序論では. VP の経路制御技術，容量制御技術についての現状，要求条件と研究課題を述べ，本論文の目的
と位置づけを明確にしている。
第 2 章では. VP の適応的な経路制御技術について述べている。適応経路制御に適した網の構成法と VP の管理方法
について経路探索時間と故障救済率の観点から考察し，最適な VP 網の構成法を明らかにしている。




第 4 章では. VP の容量制御について述べている。 VP 容量制御を行う伝送路の容量設計方法を提案し. VP 容量制
御による所要伝送路容量の削減効果を示している。さらに，容量制御に必要な制御の負荷を調べるために，容量変更
頻度の観点から評価・考察を行い. VP 容量制御が有効となる条件を明らかにしている。
第 5 章では. VP 容量制御を活用した ATM 網に適する VP 網構成として，ダイレクト VP 網の構成を提案してい
る。本構成について，呼処理の低減の程度，伝送路の利用効率，および伝達網の区分分割管理の容易性を評価し，提
案方式の有効性を明らかにしている。
第 6 章では，バックボーンネットワークを ATM 技術に基づいて構成することの適否をパス網のコストの面から述
べている。 VP は自由な容量値をとることができ，大容量の伝送路へ直接多重化することができるため，従来の STM
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技術に基づくパス網と比べ装置構成・パス網構成をシンプル化でき，伝達網をより低コストで構成できることを示し



















(4) VP 容量制御を活用した ATl\4網に適する VP 網構成として，加入者線交換機関を直結するダイレクト VP 網
の構成を提案している。本構成により，中継ノードを経済的に構成することが可能となり，処理の負荷と伝送
路利用率との最適バランスを達成できることを明らかにしている。
(5) パックボーンネットワークを ATM 技術に基づいて VP 網により構築することにより大容量の伝送路へ直接多
重化することができるため，従来の STM 技術に基づくパス網に比べ装置構成・パス網構成をシンプル化でき，
伝達網を低コスト化できることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，マルチメディア通信に適するパックボーンネットワークを ATM 技術に基くバーチャル
パス網により構築する技術に関する優れた提案をしており，その技術の有効性については現実のネットワークから得
られるデータに基づいて検証されていることからも明らかであり，得られた成果の妥当性，有用性は極めて高く評価
され，通信工学，ネットワーク工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるも
のと認める。
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